檄
　かつてない厳しい政治情勢のもと、第23回参議院選挙が幕を開けた。
　自治労の「力」が問われている。私たちは組織の存亡をかけ、全力を挙げて取り組み、何としても、自治労の代表として組織内候補である「あいはらくみこ」（比例代表）と「武内則男」（高知選挙区）の必勝、そして支援する全ての候補の勝利を勝ち取らなければならない。
　自民党・安倍政権は、地方財源と社会保障財源をターゲットに削減の動きを強め、地域公共サービスを縮小・弱体化させようとしている。自治体間の共有・固有の財源である地方交付税を、「地公給与削減」のように一方的に削減することは、自治・分権の観点からも断じて許されない。社会保障についても、その多くは自治体が実施主体となっているものであり、財源・人材の充実こそが求められている。
　また、自民党は、憲法28条を改正し、公務員の労働基本権の制約を明文化する一方で、公務員人件費を国・地方合わせて年２兆円削減を５年間にわたり実施することを、公約に掲げてきている。さらには、地方公務員法を改正し、地方公務員の政治活動まで制限しようとしているが、公務員の権利も抑制し、給与も引き下げようなどということは言語道断である。こうした自民党などの動きに対し、私たちは反対の声をあげていかなければならない。
　格差と貧困の拡大に歯止めをかけ、安心社会を実現していくため、そして、地域公共サービス労働者の権利を守っていくためにも、現場の意見、怒りの声を国政の場に届けていくことが極めて重要である。そのためにも、自治労の代表としての国会議員が必要なのである。
　特に、比例代表である「あいはらくみこ」必勝に向けた取り組みは、極めて重要である。現在のところ、取り組みは遅れており、支持者拡大は極めて不十分な状況にある。「あいはらくみこ」支持者の数は、すなわち自治労の団結の強さそのものを示すものである。自治労の存在と社会的評価、政治的影響力を維持するためにも、何としても、圧倒的な勝利を勝ち取らなければならない。
　現在の民主党を取り巻く情勢は大変厳しく、現状のままでは「あいはらくみこ」の再選も予断を許さない状況にあるが、組合員一人ひとりが確実に行動を起こすことによって「あいはらくみこ」の再選は実現できる。そのためにも、組合員一人ひとりの「力」が必要だ。自民党・安倍政権への怒りを、組合員一人ひとりが行動につなげ、自治労の団結を示そう！
　「あいはらくみこ」必勝にむけ、ともに頑張ろう！
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